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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 第5回　法人研修の出欠の入力は18日までです。忘れないようにしましょう。

· 患者様に家族から差し入れがあった場合の面会実施報告の処理は、患者様に差し入れを確認

して頂き、患者様に受領署名をして頂きスタッフは確認のサインをしてからカルテに綴じて下さい。患者様が署名できない場合は、説明したスタッフが患者様の氏名を書き、後方に代筆○○とスタッフの氏名を記載して下さい。署名もなく、ボックスに入れない様にしましょう。

＜要観察患者様＞

· 松田　富雄様～本日、御家族（兄様）、主治医との面談行なっている。

　　　　　　　　　Hbの低下・不整脈・食欲不振などがあり状態悪化傾向、又、危険な状態であ

る事の説明をされています。兄様は了解されています。

フラツキが著しく安静が必要だが、本人は自覚がないようなため、必要性を

その都度説明し安静を保って頂きましょう。歩行される時は付き添いをし、

転倒防止に努めましょう。

· 坂本　良雄様～精神科治療の必要性から再入院。入院後、独語は見られず、夜間の睡眠も取

れています。昨夜微熱がありましたが、本日は解熱。唯、患部を三角巾で固

定する事をとても拒否していますが、本人の理解の程度に合わせ、必要性を

何度でも繰り返し説明し使用して頂く援助をしましょう。患部要観察とトイ

レ歩行時は小刻みに歩かれるので転倒を未然に防ぐ為にも、付き添いをしましょう。日中は、気分転換の為にも棟内散歩を一緒に行ないましょう。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様（終日隔離）～昨日は着衣がきちんと出来ていないことに対し、指摘するが理解できず半

介助している。退室時の表情はよく、「役者を目指していた」等話され55分

退室できている。準夜ではまとまりのない発言が多く、疎通不良ではあった

が、表情の硬さ、衝動行為は見られてはいない。

↓

　　　　　　　　　　　　　今後も退室時間及び回数を増やしていくと共に、退室の目的と必要性をその都度説明し、退室時間が拡大している事を評価として伝えていきましょう。統一したケアを提供していく事が大切な為、退室時の情報も詳細に記録に残しましょう。衝動的に行動を起こしてしまう可能性はある為、退室前や退室時の表情や口調等の変化を敏感に捉えその時に応じた対応をしていく事が必要となります。拒否があった場合は無理はさせず、本人のペースに合わせ退室を促していきましょう。そのときに応じた関わりをしていき、事故の無いよう気を付けていきましょう。又、入浴日・退室時でも全身のチェックをし、外傷がないか確認しましょう。
　　　

･安達　貴浩様～昨日は、イライラした様子や表情の硬さは見られなかったが「すぐ西に移れる。

ここから出れる」「悪かった。もうしない」等、次から次とまくし立てるように話

される。壁を蹴るなどの行動は見られていない。

　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　器物破損行為があり、興奮を抑え自らの行動を振り返る為に終日隔離となってい

る。行動の振り返りについては、「悪り－と思っているけど…」とはっきりとは言

語化できていない。今後も、行動の振り返りをして頂くと共に、短絡的な行動又、

不満・要求等の観察と、気分転換を図るべく対面時間を多くしていきましょう。













